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「
先
生
、
今
日
は
暑
く
な
い
な
い
な
い
？
」
と
学
生
に
言
わ
れ
て
、
ど
う

返
し
た
ら
い
い
の
か
分
か
ら
な
か
っ
た
。
暑
い
日
で
も
あ
っ
た
し
、
そ
れ
に

も
か
か
わ
ら
ず
私
が
ス
ー
ツ
を
着
て
い
た
の
で
、
と
り
あ
え
ず
「
は
い
、
と

て
も
暑
い
で
す
ね
」（
ど
ち
ら
が
先
生
だ
か
分
か
ら
な
い
）
と
答
え
て
お
い
た
。 

 

あ
と
で
「
否
定⇒

肯
定⇒

否
定
」
と
考
え
て
、
結
局
は
「
否
定
」
か
と
思

い
、「
今
日
は
暑
く
な
い
で
す
か
」
と
い
う
こ
と
か
と
思
い
つ
い
た
。 

 

否
定
形
は
と
か
く
難
し
い
。
「
今
日
は
暑
く
な
い
」
を
下
降
調
で
言
え
ば
、

「
暑
く
は
な
く
涼
し
い
」
の
意
味
に
な
る
し
、
上
昇
ア
ク
セ
ン
ト
で
言
え
ば
、

「
暑
い
で
す
よ
ね
」
と
「
賛
同
」
を
求
め
た
り
、
先
生
の
そ
の
服
装
に
「
疑

義
」
を
感
じ
た
り
す
る
。 

 

先
の
話
に
戻
っ
て
、「
暑
く
な
い
な
い
な
い
？
」
と
聞
か
れ
た
こ
と
に
、
状

況
か
ら
判
断
し
て
、「
は
い
」
と
返
答
し
た
が
、
日
本
語
が
「
状
況
依
存
型
言

語
」
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
当
の
本
人
は
、
ど
う
い
う
状
況

で
言
葉
を
発
し
て
い
る
か
十
分
承
知
し
て
い
て
も
、
正
確
な
意
味
は
コ
ー
ド

を
同
じ
く
す
る
人
に
し
か
伝
わ
り
に
く
い
、 

 

か
つ
て
ゼ
ミ
の
授
業
で
、「
私
は
テ
レ
ビ
は
見
な
く
は
な
い
が
、
毎
日
見
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
」
と
話
し
た
と
こ
ろ
、
日
本
人
学
生
に
は
理
解
で
き
た

が
、
留
学
生
に
は
理
解
で
き
な
か
っ
た
。
い
か
に
も
日
本
人
ら
し
い
、
あ
い

ま
い
な
表
現
、
直
接
的
な
言
い
方
を
避
け
た
、
配
慮
表
現
と
も
と
れ
る
言
葉

遣
い
に
「
わ
か
ら
な
く
は
な
い
」
と
言
わ
れ
そ
う
で
あ
る
。 

 
若
者
を
中
心
に
、
こ
ん
な
言
い
方
が
流
行
っ
て
い
る
ら
し
い
が
、
と
か
く

「
な
い
」
は
曲
者
で
、
二
つ
で
も
厄
介
な
の
に
、
三
つ
と
も
な
る
と
解
決
策

が
「
三
つ
」
か
ら
「
な
い
」。 
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お待たせしました！日本語教室再開！！ 
新型コロナ感染予防のために２月２９日から休講していた日本語

教室が、緊急事態宣言の解除にともない７月４日（土）から再開され

ました。滋賀県の感染者は少ないものの近畿圏では感染者がゼロに

はなっていない今の状況でいったい何人の生徒さんが教室に来るの

か、７月の日本語能力試験も中止になり勉強のモチベーションが下

がって来ない生徒もいるのではないかと危惧していましたが、生徒

31名、先生 26名、 

さらにＨＰでオリーブの活動再開を知り見学に来た先生志望の方  

１名が参加されました。 

 最初に恩地先生からこれから日本語教室に参加する前に体調観

察と検温をすること、まちセンに着いたら手指の消毒、教室ではマス

クとフェイスシールドを着用するように伝えられました。説明の後、参

加者全員にフェイスシールドが配られ、フィルムを剥がして着用しま

した。マスクやフェイスシールドを忘れたら購入することになりますと

言ったら、なぜか笑いが…皆さん忘れないように気をつけて！ 
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『日本語かけこみ寺』出版記念！中川良雄先生に聞く 

「へんてこ日本語」でおなじみの中川先生がオリーブに来られたのでお話をうかがいました （エンドウ） 

 

Ｅ：中川先生がオリーブ通信に寄稿してくださるようになっ

たきっかけは？ 

Ｎ：108話というのは１年に 12話で９年かかるわけですよ。

かれこれ 10年ほど前でしょうか、多文化共生センターで

養成講座をされているときに恩地さんから「何か書いて

もらえないでしょうか」と言われてそれが続いています。 

Ｅ：今回「日本語かけこみ寺」というタイトルで本を出された

わけですが、どうして「お寺」なんですか？ 

Ｎ：日本語に関しては「日本語再発見」とか同じようなタイト 

ルのものがたくさんありますよね。実は５年前にこの本の

着想があって、実は私はお寺の総代をやっているんで

すよ。そこで住職が 1年間留守になったときにその間お

寺の鍵守をしていたんです。そのときに、このタイトルを

思いつきました。日本語を教えているといろんな疑問が

出てくると思うんですけれど、そんな悩める人がやって

来て住職に相談するという構成にしました。 

Ｅ：どんな人に読んで欲しいと思っておられますか？ 

Ｎ：すべての日本語話者！ここにも書いていますが日本

語を客観的に分析するとちょっと不思議に思うことがあ

るんですよ。外国人学習者の方が日本語の規則を知っ

ていますから正しい日本語を話しています。日本語教

師の目から見ると、これはこうだから変なんだよということ

がわかるんです。そういうところを読みとっていただけれ

ばと思います。例えば私たち「到着次第」とよく言います

が正しくは「到着し次第」と言わなければなりませんね。

「着きます→着き次第」のようにマス形につくわけですか

ら。そういうことが日本語教師にはわかるわけです。 

ＪＲの放送やコンビニの店員が使う言葉などおかしな

日本語はたくさんあります。そういうことに日本語教師は

気づきやすいと思うんです。 

Ｅ：先生は京都外国語大学で教えておられますが、今、 

大学はどんな感じなんでしょうか？ 

Ｎ：今はオンラインで授業をしています。私は日本語教員

養成なので日本人が多いんですが、外国人も何名か入

っています。旧正月に中国に帰った学生もいるんです。

そういう学生は中国から授業を受けています。 

Ｅ：対面でないと難しいというのは、どういうところですか？ 

Ｎ：そうですね。まず顔の表情が見えないという所。理解で

きているのかどうかがわからない。少数ならいいですが

５０人、６０人になると本当にパソコンの前にいるのかわ

からない。学生に聞くと授業を聞きながら途中で食事し

たりトイレに行ったりということも多いみたいです。 

Ｅ：海外から来る新入生はどんな状況なんでしょうか？ 

Ｎ：学部生として入ってくる生徒は去年から日本語学校に

通っていて、もうすでに日本に滞在しているんです。そ

ういう学生は入ってきますけれど新たに来る学生はいま

せん。大学に交換留学生などが来る留学生別科という

のがあるんですけれど、そこの学生たちは来ていません。

９月以降もおそらく来ないだろうと思います。激減です。 

Ｅ：たくさんの外国人が日本に観光などで来て日本語学

習が盛り上がっているところにこの新型コロナで、日本

語を学ぶモチベーションが下がってしまうのではないか

と私も心配しているのですが。 

Ｎ：教師側としても海外にいた日本語の先生達が日本に

帰って来たので現地にネイティブの先生がいない、新し

い先生も赴任できない、だから日本語学習が活性化し

ない。国際交流基金の日本語パートナーズにうちの学

生も合格していたのですが中止になったそうです。 

Ｅ：生徒さん達は、どのように感じておられるんでしょう。 

Ｎ：交流が出来ないから面白くないと言っています。授業

だけですから町に出て日本語を使うとか、お祭りを見に

行くということもできません。また日本語を海外に教えに

行く場合は親が反対したりということが出てくるでしょう

ね。また論文を書かなければならないけれども資料が

収集できない。ずっと大学構内は立入禁止で二週間前

にやっと大学の図書館には入れるようになりましたが予



約制です。 

Ｅ：先生がオンライン授業のときに気をつけておられること

は何ですか？ 

Ｎ：なるべく前に立っているような感じでやろうと思っていま

す。とちらないようにしようとか、あまり下を見ないよう原

稿を暗記しておかなければいけないとか。 

Ｅ：先生は今は日本語教育を教えておられますが、最初

は日本語を教えるところから始められたんですよね。 

Ｎ：そういう経験から自分なりの方法論を確立したという感

じです。私は「やらなければならない」というのが大切だ

と思うんです。私はいっさい文法は教えません。学んで

いれば文法は身についてくるものだと考えています。と

にかく「使ってみる」ことです。例えば「道を聞く」という課

であれば学生に地図を渡してお互いに道を聞いてみる。

そして道の聞き方を覚える。 

Ｅ：初級者に日本語を教える時、「最初から日本語だけで

教える」「共通に理解できる言語があればそれで説明し

ながら教える」という二つの方法論があるのですが先生

はどのようにお考えですか？ 

Ｎ：私は、やさしい日本語でやります。日本語で話して日

本語で考えさせます。やさしい日本語を話すには教科

書を全部読んで教科書の中の日本語を覚えることです。

何が難しくて何がやさしいかを身体で覚えていく。フォリ

ナー・トークとかティーチャー・トークと言うのですが、そ

ういう話し方ができた方がいいですね。日本語がわから

ない人にどうやって日本語で教えるんだとよく聞かれま

すが、それができるのがプロですよ（笑） 

Ｅ：日本語を学習するのに、まず、ひらがな、カタカナが 

必要ですが、大学ではどうやっておられますか？ 

Ｎ：大学では４月に授業が始まる前に、ひらがな、カタカナ

は覚えてもらっています。なぞって書くようなテキストを

渡しておいて、これが読めないと困るよって。 

Ｅ：今は「ラ抜き言葉」を使う人が増えていますが、正しくな

くてもよく使われる言葉は教えるべきでしょうか？ 

Ｎ：私は教えませんね。ルールが作れなくなってしまうから。

それにその言葉を不快に思う人もいるわけですよね。

誰にでも快い日本語を聞かせるためにはラ抜きを止め

る。やはり規範的な日本語を話すということが大切だと

思います。私たちは出かける時に服装を整えて髪を整

えて出かけますよね。それと同じようになぜ言葉を飾ら

ないのか、というのが疑問なんです。身体や持ち物が自

分のものであるように言葉も自分のものですから、出か

けるからちょっといい物持って行こう、というのと同じよう

に言葉にももっと敏感になっていいと思うんです。 

Ｅ：日本語教育者は自分の日本語をモニターするもう一人 

の自分がいなければいけませんね。 

Ｎ：日本語教師は日本語の見本だと思います。私たちが

フランス語を勉強するときに間違ったフランス語は勉強

したくないですよ。標準的なフランス語を勉強したい。

日本語を勉強する人も同じじゃないかなと思うんです。

標準的な日本語を教えて、それがわからないと地元で

生きて行く上でコミュニケーションに障害があるよ、とい

うときだけ地元の言葉も教えますが、草津にいる生徒さ

んがずーっと死ぬまで草津にいるとは限りませんよね。

東北に行くかもしれない。標準的な言葉だったらどこに

行っても通じますからね。まず基礎的なことをしっかりや

っておかないとルールが作れないと思うんですよ。 

とはいえ私が常に標準的な日本語で話しているとは

限らないんですけれど、でも常に標準的な日本語を話

すよう努力していることは確かなんです。 

Ｅ：最後に生徒さんたちに伝えたいことは何ですか？ 

Ｎ：私が“学習者に何かをやらせる”という方法がいいんじ

ゃないかと考え始めたのは３０年ほど前なんです。最初

に文法を教えるんじゃなく、学習者が文法を発見してい

くという考え方です。私たちが母語を学習したときって

最初に文法があったわけじゃない。文法は「国語」で勉

強しますけれど、例えば「泳ぐ」は「泳いで」になる。点々

があったらテ形も点々がつくんだとか、イ形容詞には反

対があるけどナ形容詞には反対がないとかみたいな楽

しい話は聞いたことがない。そういう日本語の楽しさとい

うのを学生たちにも教えてあげたいですね。 

Ｅ：本日はお忙しいところ、どうもありがとうございました。 

 これからも「へんてこ日本語」楽しみにしています！ 
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先月の活動(６月)  今月の活動予定 (７月)  

新しい先生を紹介します 

戸谷 豪志 先生 

立命館大学経済学部３回生です。 

大学で日本語を教えるボランティア 

をしていました。オリーブの活動にも 

出来る限り参加していきたいです。 

初心者ですがよろしくお願いします。 

 

                                   

 

 

                                      

 

              

     

 

 

 

 

 

 

 日本語教室休講 

オリーブ総会  6/27（土） 

  

       

 

 

 

日本語教室  7/4(M),11,18 （3回） 

Zoomの使い方講習 7/18(土) 

 

●日本語教室の(M)は定例ミーティング   

●（  ）内は参加者、または 参加予定者。敬称略 

新しい生徒を紹介します 

ジャネス・ディグズワイト（ジャマイカ） 

                    休講前から日本語教室 

                   に入会を希望されていたと 

いうことで参加できること 

になりました。お仕事は英 

語教師。ご主人は日本人。 

来日三年目です。 

 

《 編集後記 》  

日本でも再び新型コロナの感染拡大がはじまったので

はないかと心配されています。社会基盤が弱い国ではコロ

ナの影響で失業し、コロナより明日の食べ物が心配という

現実にも直面しています。５月にはまだ患者数が少なかっ

たネパールも直近では15784名になっていますが、実はイ

ンドが国内で失業した出稼ぎネパール人をバスに乗せて

国境の町まで運んで来るそうです。インドにいても食べら

れないし医療にもかかれないのでネパールの自分の家に

帰るしかない。それで国境付近の町から感染が起きて患者

数が急激に増えているということです。 

貧富の差が激しい国ほど死者が多いのも医療費が払える

かどうかで命が選別されている結果であるように思えます。

日本は国民皆保健制度があるので恵まれていますが医療

費も払えない貧乏人のために自分の命を危機にさらすな

んてありえないと考える医者や看護婦がいる国だってあり

ます。社会保障や手当の増額がなければ自分と家族の生

活を守るために感染者の治療拒否だってするでしょう。 

患者数が増えてきても外出禁止令を出さない東京。感染

者がいても重病人が少なく、病床にまだ余裕があるから大

丈夫なんでしょうか？海外の厳しい現状を聞けば聞くほど

「ＧｏTo」なんて無責任なことを言ってる人達に猛烈な違和

感を感じます。                  （エンドウ） 

日本語学習に使える 

無料フラッシュカード 
 

https://jp.nihongoflashcards.com 

はじめまして。デザインデュオ POMPETTE（ぽんぺっと）のイ

ラストレーター桑田裕子と申します。「Nihongo Flashcards」は、

イラストと英語で日本を紹介するデジタルフラッシュカードで

す。YouTubeチャンネルもあります。日本人にとって馴染み深

いテーマ、語学の教科書には載っていないアイテムなどをと

りあげ、世界の人に日本語や日本に興味を持ってもらいたい

という想いで始めたコンテンツです。 

イラストと言葉カードの組み合わせで、フラッシュカード、メモ

リーゲーム、かるたなど個々のニーズやレベルに合わせて、

教室やオンライン授業、家庭での学習、自習に幅広くご利用

いただければと思っております。日本語フラッシュカードは随

時追加してまいります。ご質問、ご要望等がございましたらお

気軽にご連絡ください。 

2020年度 役員および係 
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